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鳥羽警察署協議会議事録

令和４年度第１回鳥羽警察署協議会

日 時 令和４年７月19日（火）午後２時30分～午後４時15分
場 所 鳥羽警察署３階大会議室

１ 三重県公安委員会
村田典子委員

２ 警察署協議会委員 ７名
大形正人委員、杉原新一委員、中井まゆり委員、

出 席 者 迫間優子委員、水川敬善委員、向井高陽委員、
山本浩美委員

３ 警察署 ９名
署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、
地域係長、刑事課長、交通課長、警備課長

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開

議 事 概 要

１ 公安委員会委員挨拶
２ 警察署長挨拶
３ 警察署幹部及び警察署協議会委員自己紹介
４ 会長、副会長の選出

会長に山本浩美委員を選出し、副会長に杉原新一委員を指名した。
５ 管内治安情勢（警察署長）

(１) 刑法犯認知・検挙状況
(２) 人身安全関連事案対応状況
(３) 交通事故発生状況
(４) 110番通報受理状況
(５) 警察安全相談受理状況
(６) 災害関係

６ 協議内容
(１) 児童虐待事案の件数について
＜委員＞ 管内概況説明で、昨年鳥羽警察署管内では児童虐待事案の

発生が13件とあったが、三重県内の発生は何件あるのか。
【署長】 三重県内の令和３年中の発生件数は726件で、鳥羽警察署は

全体の２％弱を占めている。
(２) 交通指導取締りについて
＜委員＞ 朝の出勤時間帯の信号無視が多く、その他、運転中の携帯

電話の使用や踏切の一時停止をしない車両も認められる。
【交通課長】 鳥羽警察署管内は、本年度の４月から６月の間に632件

の交通違反を検挙している。今後も信号無視、携帯電話使用、
踏切一時不停止を始め、飲酒運転、無免許運転等の悪質、危
険性の高い違反を厳正に取り締まり、交通事故抑止に努める。

(３) 通学路のおける環境整備について
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＜委員＞ 新型コロナウイルス感染症の発生以降、歩道の草刈り等が
あまりされていないが、小中学生の通学に支障はないか。

＜委員＞ 通学路の中には、歩道の狭いところやカーブで見通しが悪
く危険な箇所がある。通学路は、歩道を確保するなど子供た
ちが安心して通学できるようにして欲しい。

【交通課長】 毎年、道路管理者、教育委員会、警察の３者による交
通安全対策として、「通学路における合同点検」を実施し、
毎年協議を行っている。今後も通学路点検で危険箇所を把握
し、通学路の安全確保に取り組んでいく。

(４) 見通しの悪い危険な交差点と無謀運転について
＜委員＞ 志摩市阿児町鵜方地内の見通しの悪い交差点やその付近で

道路中央を走行するなどの無謀な車を見かけるが、交通事故
は起こってないか。

【交通課長】 当該交差点付近では、過去５年間に人身事故１件、物
損事故10件の交通事故が発生している。道路管理者と連携し
て対策を検討する。

(５) 横断歩道における歩行者の優先について
＜委員＞ 横断歩道に歩行者がいるにもかかわらず、一時停止しない

ドライバーに対して、歩行者優先等の交通安全指導や取締り
を行ってもらいたい。

【交通課長】 現在、夏の交通安全県民運動期間中であり、運動重点
として「横断歩道における歩行者優先の徹底」に取り組んで
いる。

(６) 交通安全教室の取組強化について
＜委員＞ 手作りの横断歩道で、ハンドサインの実践をする小学校の

交通安全教室に参加した。子供たちの交通安全に対する意識
を高めるため、このような安全教室は必要だと思う。

【交通課長】 「ハンドサインキャンペーン」を盛り込んだ実践型の
教室を含め、今後も交通安全教室の開催に努める。

備 考 報道機関１社１名


